
22
世代を超え自然と暮らすこころのまち

広報

◆	平成23年度会町成人式
◆	第４回美し国三重市町対抗駅伝
◆	度会町総合計画審議会	答申書提出
◆	観光パンフレット完成
◆	町県民税申告相談所開設
◆	町営住宅城山団地入居者募集
◆	高額医療・高額介護合算制度
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１
月
10
日
、
町
中
央
公
民
館

で
新
成
人
を
祝
う
平
成
23
年
度
会

町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
度
会
町
で

は
１
１
２
人
の
皆
さ
ん
が
成
人
を

迎
え
ら
れ
、
大
人
と
し
て
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
が
「
親
へ
の

感
謝
を
持
っ
て
成
人
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
欲
し
い
。
大
人

と
し
て
の
権
利
も
認
め
ら
れ
る
が

責
任
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
政
治
へ
の
関
心
・
愛
郷
精
神

を
持
ち
、
辛
抱
と
忍
耐
を
忘
れ
ず

社
会
に
貢
献
し
、
目
標
を
持
っ
て

粘
り
強
い
社
会
人
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
東

出
智
佳
さ
ん
（
棚
橋
）
が
町
長
か

ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
福
井
隼

人
さ
ん
（
大
野
木
）
が
「
権
利
と

責
務
を
自
覚
し
て
、
知
性
を
磨

き
、
教
養
を
高
め
、
世
の
正
し
さ

を
見
極
め
、
着
実
に
歩
ん
で
い

く
。
地
域
や
家
庭
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
困
難
や
誘
惑
に
負
け
な
い

強
い
意
志
と
勇
気
を
持
っ
て
立
ち

向
か
い
、
正
々
堂
々
と
行
動
し
、

常
に
人
に
優
し
く
、
信
頼
さ
れ
る

人
間
に
な
る
よ
う
努
力
し
、
固
い

友
情
で
結
ば
れ
た
同
窓
生
と
旧
交

を
温
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
、
さ

ら
に
は
日
本
を
担
う
若
人
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
立
ち
向
か
う
」

と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

式
典
に
続
い
て
、
記
念
撮
影
を

行
っ
た
後
、
バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い

で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
友
人
と
近
況
を
報
告

し
合
い
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ナ
ッ

プ
写
真
を
撮
っ
た
り
、
携
帯
電
話

の
番
号
を
交
換
し
た
り
、
新
成
人

と
な
っ
た
節
目
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
、
会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

大
人
と
し
て
の
誓
い
新
た
に

　
　
　

平
成
23
年
度
会
町
成
人
式
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～ 20歳の決意～
「未来像」「夢」について、新成人に２０歳に
なった今の決意を語っていただきました。皆
さんご協力ありがとうございました。

藤田　昌弘 さん（当津）
どんな大人になりたい・・・
責任感のある大人になりたい。
将来の夢は・・・
警察官になりたい。

髙橋　那々 さん（市場）
どんな大人になりたい・・・
自分の意志をしっかり持ち、責任の
ある行動をとれるようになりたい。
将来の夢は・・・
度会町に戻ってきて、福祉士として
貢献したい。

小岸　竜 さん（下久具）
どんな大人になりたい・・・
芯の通った大人になりたい。
将来の夢は・・・
トップスタイリストになりたい。

大西祐里香 さん（鮠川）
どんな大人になりたい・・・
自覚を持った行動ができる大人にな
りたい。
将来の夢は・・・
患者の役に立てるような准看護師に
なりたい。

福井　淑崇 さん（大野木）
どんな大人になりたい・・・
幸せな家庭を持てる大人になりたい。
将来の夢は・・・
医者になりたい。
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町
で
は
、
こ
の
駅
伝
に
向
け
て

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
舟
瀬
勝

さ
ん
（
棚
橋
）
を
監
督
、
上
井
一

浩
さ
ん
（
棚
橋
）
を
コ
ー
チ
に
選

任
、
内
城
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

度
会
中
学
校
陸
上
競
技
部
の
皆
さ

ん
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
チ
ー
ム
が

構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
10
日
に
は
結
団
式
が

行
わ
れ
、
町
長
は
「
度
会
町
の
誇

り
を
持
ち
、
前
回
よ
り
一
つ
で
も

順
位
を
上
げ
て
欲
し
い
」
と
激
励

し
、
舟
瀬
監
督
は
「
町
の
部
で
７

位
だ
っ
た
昨
年
の
成
績
を
上
回
る

こ
と
を
目
標
に
、
気
心
の
知
れ
た

者
同
志
で
、
期
待
に
沿
え
る
よ
う

頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
、
目
標
に
向
か
っ

て
、
１
月
中
旬
か
ら
週
４
日
の
厳

し
い
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
度
会
町
民
が
一
丸
と
な
っ

て
、
沿
道
な
ど
で
応
援
し
、
度
会

町
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
駅
伝
の
模
様
は
、

三
重
テ
レ
ビ
放
送
で
放
送
さ
れ
ま

す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
放
送
日
程
は
未
定

開
会
式　

２
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
（
津
市
）

表
彰
式　

２
月
20
日
（
日
）

　

競
技
終
了
後
（
県
営
総
合
競
技

　

場
陸
上
競
技
場
）

コ
ー
ス　

県
庁
前
～
県
営
総
合
競

　

技
場
陸
上
競
技
場

距
離
・
区
間　

　

４
２
．
１
９
５
ｋ
ｍ
・
10
区
間

参　

加　

県
内
各
市
町

問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
６
２
―
２
４
２
２
）

来る２月２０日（日）、市町間の交流・連携を
図り、市町振興とスポーツに対する県民意識を高
めようと『第４回美

うま

し国三重市町対抗駅伝』が開
催されます。

県内２９市町が参加し、午前９時に県庁前をス
タート。１０区間４２. １９５ｋｍの道のりを、
ゴールの県営総合競技場陸上競技場を目指し、タ
スキをつないで駆け抜けます。

度会町登録選手名簿	 （敬称略）

区　間 区　分 距　離 選　手　名 字　名

第１区 小学生女子 1.28	㎞
森本　美南 大野木

岡村　侑芽 棚　橋

第２区 小学生男子 1.85	㎞
井戸本尚也 牧　戸

山下　和希 大野木

第３区 中学生女子 3.76	㎞
林田珠里那 大野木

大西　美優 棚　橋

第４区 中学生男子 5.65	㎞
林田　涼雅 大野木

坂本　耕哉 大久保

第５区 ４０歳以上男子 4.60	㎞
宮本　晃　 牧　戸

山本　力　 棚　橋

第６区 ジュニア男子 6.36	㎞
神森　正輝 大野木

浦井　駿吾 大野木

第７区 一般女子 2.89	㎞
畑　真由美 大野木

井戸本真衣 牧　戸

第８区 ２０歳以上女子 3.43	㎞
福本小百合 大野木

枡田　桂子 棚　橋

第９区 ジュニア女子 5.95	㎞
向井　愛巳 大野木

山本　綺美 棚　橋

第10区 ２０歳以上男子 6.425㎞
阪井　誠治 棚　橋

大西　泰正 棚　橋

監　　　督 舟瀬　勝　 棚　橋

コ　ー　チ 上井　一浩 棚　橋

 第４回
美
う ま

し国三重市町対抗駅伝

わたらいの想いをのせて
走れ！夢のタスキをつなごう
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ゴール

スタート
県庁前 県庁前

小学生女子
第1区 1.28㎞

矢田カップ店前
小学生男子

第2区 1.85㎞

大倉交差点ガリバー前
中学生女子

第3区 3.76㎞

シューズ愛ランド前
中学生男子

第4区 5.65㎞

サークルＫ三雲店前
４０歳以上男子
第5区 4.60㎞

メガネの赤札堂前
ジュニア男子
第6区 6.36㎞

ＪＡ松阪櫛田支店前
一般女子

第7区 2.89㎞

中日新聞川井販売店前
20歳以上女子
第8区 3.43㎞

マクドナルド玉城店東
ジュニア女子
第9区 5.95㎞

坂本竹材店前
２０歳以上男子
第10区 6.425㎞

県庁前
(津市)

県営総合競技場
(伊勢市)

2011.2/20 　

第4回 美し国三重市町対抗駅伝　コース紹介
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去
る
12
月
20
日
、
町
の
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
、
村
林
総
合

計
画
審
議
会
長
（
三
重
中
京
大
学

教
授
）
か
ら
町
長
に
対
し
答
申
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

当
審
議
会
は
、
総
合
計
画
の
諮

問
機
関
と
し
て
、
有
識
者
や
公
共

的
団
体
か
ら
の
推
薦
者
、
町
議
会

議
員
な
ど
14
人
で
構
成
さ
れ
、
３

か
月
間
に
５
回
の
会
議
を
開
催
す

る
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
慎
重

に
調
査
・
審
議
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
答
申
書
は
、
今
後

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的

な
指
針
と
す
る
「
第
６
次
度
会
町

総
合
計
画
案
」
を
適
当
と
認
め
る

も
の
で
、
同
書
に
付
記
さ
れ
た
後

述
の
10
項
目
と
と
も
に
、
会
長
は

「
ぜ
ひ
、
こ
の
計
画
を
生
か
し
、

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
の
言
葉

を
添
え
て
提
出
し
、
答
申
を
受
け

た
町
長
は
「
こ
れ
を
柱
と
し
、
計

画
か
ら
実
施
へ
、
時
流
や
地
域
の

実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
」
と
計
画
の
実
現
に
向
け

た
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
、
皆
さ
ん
と
の
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
町
議
会

定
例
会
へ
の
総
合
計
画
案
（
基
本

構
想
）
の
上
程
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

役
場
政
策
調
整
室

（
☎
６
２
―
２
４
２
３
）

ま
ち
の
指
針
　

　
　
　
度
会
町
総
合
計
画
審
議
会
　
答
申
書
を
提
出

計画推進にあたっての付記事項
（１０項目）

・総合計画の着実な実行
・町民との総合計画の共有
・まちづくりへの町民参画の場づくり
・度会町の身の丈にあったまちづくり
・町民、地域、行政の連携
・各場面での横のつながり
・「清流のまち」のアイデンティティ
・地域としての子育て環境・意識づくり
・地場産業の振興と若者の定着
・町内、町外をつなぐ公共交通の確保

 目標１　子どもを育て、くらし続けたいまち（子育て環境）

 目標２　だれもが健康で、互いに尊重し合うまち（保健・福祉）

 目標３　みんなで話し合える、心豊かなまち（交流・人づくり）

 目標４　清流と緑に抱かれた、落ちつけるまち（環境）

 目標５　地域の活力を創り出すまち（産業）

 目標６　ひと・もの・情報が連携し、発信できるまち（情報・連携）

 目標７　住みやすく離れたくないまち（生活基盤）

 行政経営指針
自律し、持続するまち

基本目標

基本理念

 将来像
ふるさとを生かし、

清流と緑と笑顔輝く　度会町

郷土の「こころ」をつなぐ
まちづくり

わたらいの「身の丈」に
合ったまちづくり

新たな地域活力の
「かがやき」が持続する
まちづくり

第６次度会町総合計画案「施策の体系（案）」
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町
で
は
、
町
の
活
性
化
や
情
報

発
信
を
目
的
に
、
宮
川
流
域
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
に
取
り
組

み
、
完
成
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

日
帰
り
わ
た
ら
い
め
ぐ
り
旅

町
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
『
日
帰
り
わ
た
ら
い	

め
ぐ
り
旅
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
「
一
之
瀬
川

流
域
歴
史
散
策
ぶ
ら
り
旅
」
に
続

く
『
宮
川
流
域
版
』
と
し
て
作
成

し
た
も
の
で
、
流
域
に
今
な
お
伝

説
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
史
跡
や

ス
ポ
ッ
ト
を
「
宮
川
流
域
全
体

マ
ッ
プ
」
に
位
置
表
示
し
、
流
域

を
「
葛
原
～
田
間
」「
平
生
～
坂

井
」「
麻
加
江
～
注
連
指
」
の
３

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
ポ
ッ
ト
を
写
真
入
り
で
解
説

し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
四
季
を
通
じ
て
根

強
い
人
気
を
誇
る
「
獅
子
ヶ
岳
登

山
コ
ー
ス
」
や
９
つ
の
小
径
が
楽

し
め
る
「
日
の
出
の
森
散
策
コ
ー

ス
」
に
加
え
、
町
の
交
流
拠
点
で

あ
る
「
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
」

の
紹
介
ペ
ー
ジ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
情
報
を
一
冊
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
完
成
を
機
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
情
報
共
有
と
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
情
報
発
信
に
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
町
広
報
紙
と
併
せ
て
各
戸
へ

配
布
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表紙と裏表紙（交通アクセス）

宮リバー度会パーク 各スポットの案内 宮川流域全域マップ

『日帰りわたらいめぐり旅』が完成！
町の活性化へ パンフレット作成

▷問合先　役場産業振興課（☎６２－２４１６）

口
座
振
替

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
窓

口
で
の
現
金
納
付
に
比
べ
て
便

利
で
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
毎
月
の
保

険
料
が
翌
月
末
に
引
落
し
さ
れ

る
翌
月
末
振
替
と
、
毎
月
の
保

険
料
が
そ
の
月
の
月
末
に
引
落

し
さ
れ
る
当
月
末
振
替
（
早
割
）

が
あ
り
ま
す
。
当
月
末
振
替（
早

割
）
は
月
額
５
０
円
（
年
間
６

０
０
円
）
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

前
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ

と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
制
度
に
は
、
１
年
分
を

前
納
す
る
１
年
前
納
と
、
半
年

分
を
前
納
す
る
半
年
前
納
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
口
座
振
替
で
前
納

制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

現
金
で
の
前
納
に
比
べ
て
割
引

額
が
高
く
な
り
大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
で
１
年
分
ま
た
は

６
か
月
分
の
前
納
を
希
望
す
る

方
は
、
２
月
末
ま
で
に
年
金
事

務
所
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
金
納
付
に
よ
る
１

年
前
納
は
５
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

便
利
で
お
得
な
納
付
の
お
知
ら
せ

▽
問
合
先　

・
伊
勢
年
金
事
務
所
（
☎
２
７
─
３
６
０
４
）

・
役
場
税
務
住
民
課
（
☎
６
２
─
２
４
１
２
）

保険料の納付は
便利でお得な

口座振替のご利用を
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町
県
民
税
の
申
告
相
談
所
を
開
設

今
年
も
次
の
と
お
り
、
町
県
民
税

の
申
告
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

近
年
、
福
祉
医
療
費
の
受
給
や
児

童
扶
養
手
当
な
ど
の
支
給
、
国
民
健

康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定
、
奨
学
金
の
受
給
・
資
金

借
入
申
込
な
ど
、
所
得
の
証
明
を
必

要
と
す
る
場
合
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
困
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
所
得
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
、
正
し
い
申
告
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
度
会

町
に
居
住
し
、
平
成
22
年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
方
で
、
次
に
該
当
す

る
方
で
す
。

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、

　

譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得
が

　

あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

・
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た　

　

方
・
勤
務
先
か
ら
役
場
へ
給
与
支　

　

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い　

　

な
い
方

・
平
成
２
２
年
中
に
会
社
な
ど　

　

を
退
職
さ
れ
た
方

・
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を　

　

受
け
よ
う
と
す
る
方

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

　

方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
書
を

　

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

申
告
用
紙
、
平
成
22
年
中
の
収

支
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
、
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
・
地
震
・

長
期
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明

書
、
医
療
費
の
領
収
書
や
印
鑑
な

ど
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
方
に
２
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
申
告
用
紙
が

届
か
な
か
っ
た
方
で
も
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
方
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
次
の
申
告
相
談
日

に
申
告
が
で
き
な
い
方
は
、
２
月

28
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
火
）

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
役
場
大
会
議
室
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
を
さ

れ
な
い
場
合
は
、
所
得
控
除
の
措

置
を
せ
ず
、
税
金
の
計
算
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平成２2 年分　町県民税申告相談日程表
月日 曜日 受付時間 相談会場 対象字名

2月16日 水
午前９時３０分～正午 麻加江

生活改善センター
注連指・麻加江・坂井

午後１時３０分～４時 田口・長原・立花

2月17日 木
午前９時３０分～正午 中之郷

生活改善センター
川口・栗原・中之郷・五ケ町

午後１時３０分～４時 日向・小川・火打石・駒ケ野

2月18日 金
午前９時３０分～正午

一之瀬公民館
小萩・脇出・和井野

午後１時３０分～４時 柳・市場・南中村・川上

2月21日 月
午前９時３０分～正午 度会町役場

（大会議室）
下久具・上久具・田間

午後１時３０分～４時 立岡・大久保・葛原

2月22日 火
午前９時３０分～正午 度会町役場

（大会議室）
棚橋

午後１時３０分～４時 大野木

2月23日 水

午前９時３０分～正午
度会町役場

（大会議室）

平生・当津・茶屋広

午後１時３０分～４時 鮠川・牧戸・宮ノ西自治会
度会団地自治会

問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課　
（
☎
６
２
―
２
４
１
４
）
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要
介
護
認
定
者
な
ど
の
所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除

そ
の
年
の
12
月
31
日
に
お
い
て
、
要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の

申
告
を
す
る
際
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
所
得
控
除
（
障

害
者
控
除
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
認
定
書
が
必
要
な
方
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
方

◦
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者

直
近
の
介
護
認
定
審
査
会
資
料

に
お
け
る
障
が
い
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が

Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
１
ま
た
は
Ｃ
２

あ
る
い
は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
が
Ⅲ
ａ
、
Ⅲ
ｂ
、
Ⅳ

ま
た
は
Ｍ
で
あ
る
方

◦
障
害
者
控
除
対
象
者

特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
に
該

当
し
な
い
方
で
、
直
近
の
介
護
認

定
審
査
会
資
料
に
お
け
る
障
が
い

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝

た
き
り
度
）
が
Ａ
１
、
Ａ
２
あ
る

い
は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
が
Ⅱ
ａ
ま
た
は
Ⅱ
ｂ
で
あ

る
方な

お
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ら
の
手
帳

を
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告

の
際
に
提
示
す
る
こ
と
で
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

認
定
書
の
交
付
の
申
請
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
先

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
―
２
４
１
３
）

平成２３年度採用予定
度会町臨時職員を募集

申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２ー２４１３）
または役場総務課（☎６２ー１１１１）

▶採用職種および予定数　
　①保育士　３人
　②児童指導員　１人
▶勤務場所
　①保育士　町内保育所
　②児童指導員　町地域交流センター（放課後児童クラブ）
▶勤務時間および勤務日数
　①保育士　午前７時から午後７時までの間の６時間で週５日程度
　②児童指導員　午前８時３０分から午後７時までの間の６時間で週
　　５日程度
▶任用期間　
　平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日
▶必要資格　
　保育士資格（保育士のみ）
▶申込
	・申込期限　平成２３年２月２１日（月）午後５時
　※土・日曜、祝日を除く
	・申込先　役場福祉保健課または役場総務課まで持参または郵送
　※平成２３年２月２１日（月）必着
	・提出書類
　①臨時職員任用申込書（試験日前３か月以内に撮影した写真を貼付）
　※申込書は申込先窓口で取得することができます。
　②自筆履歴書（試験日前３か月以内に撮影した写真を貼付）
　※市販の履歴書を使用
▶選考方法　
　書類選考、面接
　※面接日時は追って連絡
▶賃金
　度会町臨時職員等の任用に関する要綱により支給
▶採用予定日
　平成２３年４月１日

町内保育所 町地域交流センター
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▼
住
宅
の
概
要

町
営
住
宅
城
山
団
地

（
度
会
町
棚
橋
１
５
０
６-

１
）

・
構
造　

木
造
平
屋
建

・
設
備　

バ
ス
、
ト
イ
レ
、
給
湯

設
備
、
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー
、
駐
車
場

▼
募
集
戸
数

・
１
Ｄ
Ｋ　

５
戸

・
２
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▼
募
集
期
間

２
月
７
日
（
月
）
～
２
８
日
（
月
）

▼
入
居
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
度
会
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、

　

ま
た
は
町
内
で
勤
務
す
る
方

②
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
方

※
単
身
者
で
も
入
居
が
可
能
な
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

③
世
帯
の
合
計
収
入
が
、
政
令
で

　

定
め
る
基
準
を
満
た
す
方

・
一
般
世
帯
収
入
月
額

　

１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

・
裁
量
世
帯　

収
入
月
額

　

２
１
４
，
０
０
０
円
以
下

※
収
入
月
額
は
、
入
居
す
る
世
帯

全
員
の
年
間
総
所
得
金
額
か
ら
控

除
額
を
差
し
引
き
、
12
（
か
月
）

で
除
し
た
額

※
裁
量
世
帯
と
は
、
同
居
者
に
身

　

体
障
が
い
者
、
ま
た
は
小
学
校

　

未
就
学
児
が
あ
る
世
帯
な
ど

④
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
で
あ
る
こ
と

⑥
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が
、
暴

　

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

　

防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

　

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
時
期　

４
月
中
旬
予
定

▼
申
込
方
法　

入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
入
居
申
込
書
に
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
居
申

込
書
は
、
役
場
建
設
課
窓
口
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
ほ
か
の
事
項

・
家
賃
は
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き

決
定

※
所
得
や
部
屋
の
タ
イ
プ
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
。

・
入
居
を
す
る
際
、
敷
金
（
家
賃

　

の
３
か
月
分
）
の
納
付
、
連
帯

　

保
証
人
が
必
要

・
増
改
築
の
禁
止

・
ペ
ッ
ト
類
の
飼
育
の
禁
止

▼
申
込
・
問
合
先　

役
場
建
設
課

　
（
☎
６
２
ー
２
４
２
０
）

町
営
住
宅
と
は
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
所
得
の
低
い
方
に
対
し
て
、
低
額
な
家
賃
で
賃
貸
し
、
町
が
管
理
す
る
住

宅
を
い
い
ま
す
。
住
宅
に
困
っ
て
い
る
所
得
の
低
い
方
を
対
象
と
し
た
住
宅
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
そ
の
方
々
の
生

活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
入
居
す
る
に
は
一
定
の
資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
現
在
、
町
営
住
宅
城
山
団
地
の
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

町
営
住
宅
城
山
団
地
　
入
居
者
募
集

お薦めの絵本
「くじけないで」

柴田トヨ／著

図書室だより

地域交流センターにある図書室は、誰でも利用でき
ます。ぜひ一度お越しください。
▷貸 出 日　毎週土曜日午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休 館 日　日曜・祝日
▷問 合 先　町地域交流センター（☎６３－００７０）

善意ありがとうございました
ご寄附をいただきました。

・グッディ【（株）玉城】　様（度会郡玉城町）
　３００, ０００円　　
いただきました寄附金は、町のために大切に

使わせていただきます。

度会町ふるさと応援寄附金
ふるさと納税制度に基づき、ご寄附をいただい

た方です。
・中村　元紀さん（愛知県日進市）

１００，０００円（１２月中に寄附のあった方）
いただきました寄附金は、町のために大切に使

わせていただきます。ありがとうございました。

９０歳を過ぎてから詩をつくるようになり、もうすぐ
１００歳を迎えようとしているトヨさんの詩には、生
きて行くことへの勇気があふれています。くじけそう
になった日に、本のページをめくってみれば、トヨさ
んの前向きな言葉が優しく励ましてくれるはずです。

城山団地位置図

城山団地

至 

大
野
木

至 

牧
戸

棚橋
駐在所

県道伊勢大宮線
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◦申請について
　対象となる被保険者には、１月下旬に通知しますので確認してください。ただし、次に該当する方には通知ができ
ない場合があります。
①平成２１年８月から平成２２年７月までの間に次の要件を満たす方
・市町を越える転居をし、加入する保険が変わった方
・他の医療保険から移った方
・医療、介護それぞれで複数の加入保険がある方
②後期高齢者医療保険に加入している方で、住所地と介護保険の市町が異なる方 (介護保険住所地特例者 )
③支給予定額の計算を行った時点で負担額が把握できていない方
※申請前に他の窓口で手続きが必要な場合があります。
※申請は、基準日に加入していた医療保険の窓口で受け付けますので、三重県後期高齢者医療保険や度会町国民健康
保険以外の医療保険 (社会保険 )に加入していた方は、その窓口へお問い合わせください。

▷問合先　役場税務住民課（☎６２－２４１２）
役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

高額医療・高額介護合算制度のお知らせ

高額医療・高額介護合算制度とは？
この制度は、「医療」と「介護」の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するためのものです。
世帯内の後期高齢者医療保険または国民健康保険の加入者全員が１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担

額を合計し、基準となる額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。
※基準日 ( ７月３１日 ) の医療保険別に世帯構成員の負担額を合算します。ただし、死亡、生活保護受給、海外転居
などの場合は、それまで加入した医療保険の資格を喪失したときが基準日です。

◦自己負担限度額と自己負担額の算定期間
平成２１年８月から平成２２年７月末までの医療保険と介護保険の自己負担額の合計が基準額を超える場合、その

超えた額を支給します。医療保険と介護保険で、どちらかの自己負担額が０円の場合は支給されません。

所得区分

自己負担限度額
国民健康保険または被用
者保険と７０歳未満の方
がいる世帯

国民健康保険または被用
者保険と７０～７４歳の
方がいる世帯

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

現役並み所得者
（上位所得者） １２６万円 ６７万円 ６７万円

一　　　　　般 　６７万円 ５６万円 ５６万円

低所得者
（住民税非課税世帯）

Ⅱ
　３４万円

３１万円 ３１万円

Ⅰ １９万円 １９万円

各医療保険の自己負担額
（「月額」で限度額が設けられています。）

介護保険の自己負担額
（「月額」で限度額が設けられています。）

高額医療・高額介護合算制度
それぞれを合算し、年額で限度額が設け
られています。

※医療保険および介護保険の月額自己負担限度額を
超えて支給された金額は除く。
※食費や居住費、差額ベッド代は合算の対象外。

※限度額を超えた分が５００円未満の場合
は支給されません。
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平成２２年中の伊勢市消防本部管内『火災・救急・救助の概況』を取
りまとめましたので報告します。

火　災
▶火災発生件数　５５件（前年比９件減少）
▶火災による死傷者
・死者１名
・負傷者１６名
▶損害額　６５，８３０千円（概数）

依然として多い「放火・放火の疑い」と「たき火」
　建物火災は３０件で、全火災のうち、５５％を占めています。出火
原因は「放火の疑い」「たき火」「こんろ」「電灯・電話などの配線」
が上位を占めています。全国的にも出火原因は「放火・放火の疑い」
が多く、対策として、家の周りに段ボールや可燃ごみを置かない、物
置や車庫には鍵をかけるなど、簡単なことから始めてください。また、
天ぷら油を使用した料理中にその場を離れ、すっかり忘れてしまい、
火災になるケースが増えています。

天ぷら油火災の防止
・こんろに火をつけたまま、その場を離れない
・過熱防止装置の付いたこんろを使用する
・来客などでその場を離れるときは、こんろの火を消す

住宅用火災警報器を設置しましょう！
　火災を早期に発見するには、住宅用火災警報器の設置が大変有効で
す。火災から身を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

救　急

救急出場は過去最多
　平成２２年中の救急出場件数および搬送人員は、平成２１年より大
幅に増加し、過去最多であった平成１８年（５，９５５件／５，７２
９人）を上回る６，０８６件、５，８２３人となりました。また、搬
送された方々のうち、半数以上が入院を要しない軽症者でした。

救急車の適正な利用を
　救急車は一刻を争う傷病者を救うためのものです。軽い病気やケガ
などで緊急性のない場合は、自家用車やタクシーをご利用いただきま
すようご理解とご協力をお願いします。

救　助

救助出場はほぼ横ばい
　救助出場件数を見ると、「交通救助」が大半を占めていますが、近
年は、自動車の安全性が向上し、少しずつではありますが、交通救助
は減少傾向にあります。代わって、硫化水素による事故（ガス救助を
含む）など、従来はなかった事故による出場も見られ、災害が多様化
していることがわかる結果となっています。

平成22年　火災・救急・救助の概況
問合先　伊勢市消防本部予防課（℡２５-１２６８）

ガス救助1件

その他
7件

火災救助1件

機械救助
2件

水難救助4件
建物救助5件

山岳救助
1件

交通救助
31件

合計52 件 

【救助種別件数】 

管外1件度会町2件

玉城町
10件

伊勢市39件

合計52 件

【救助市町別件数】

林野火災3件
車両火災
7件

その他火災

15件

建物火災

30件

【火災種別件数】 

合計55件 

玉城町 4件
度会町 2件

伊勢市 49件

【火災市町別件数】

合計55件 

火災事故
62件

その他
604件

自損事故
72件

交通事故
700件

一般負傷
765件

急病
3,883件

【救急種別件数】 

管外4件

度会町
326件

玉城町
575件

伊勢市
5,181件

【救急市町別件数】

合計6,086件合計6,086件
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リレー連載 No.29

人
権
に
つ
い
て

考
え
る

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／度会小学校

　

昨
年
12
月
３
日
、
度
会
中
学
校

体
育
館
を
会
場
に
、
度
会
小
中
人

権
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
笑
い
の
中
に
何

か
が
見
え
る
」
と
題
し
て
、
落
語

家
の
桂
七
福
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
度
会
小
学
校
６

年
生
の
児
童
、
度
会
中
学
校
１
、

３
年
生
の
生
徒
が
参
加
し
、
七
福

さ
ん
の
落
語
を
交
え
た
話
に
、
時

に
大
笑
い
も
し
な
が
ら
聞
き
入
り

ま
し
た
。「
言
葉
で
作
ら
れ
る
落

語
の
世
界
」「
人
に
い
う
言
葉
の

大
切
さ
」「
自
分
た
ち
の
夢
を
言

葉
に
し
て
実
現
す
る
こ
と
」「
自

分
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
葉
を
出

さ
な
い
こ
と
が
大
切
」
な
ど
、
す

べ
て
の
話
に
お
い
て
『
言
葉
』
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
講
演
後
に
は
、
夢
な
ど
自
分

の
生
き
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
質
問
に
答
え
る
な
ど
、
交
流
の

時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

七
福
さ
ん
の
話
に
引
き
込
ま

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
２
時
間
で
し
た
。

～
児
童
の
感
想
か
ら
～

●
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、「
言

わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
の
引

き
出
し
」と「
言
わ
れ
て
悲
し
か
っ

た
言
葉
の
引
き
出
し
」
の
こ
と
で

す
。
ま
ず
自
分
の
言
う
言
葉
は
、

自
分
が
言
わ
れ
て
悲
し
い
言
葉
で

は
な
い
か
考
え
て
い
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
で

も
意
味
を
よ
く
理
解
し
、
使
う
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
中

略
）
夢
に
つ
い
て
、
親
に
将
来
の

夢
を
反
対
さ
れ
て
も
、
自
分
な
り

の
生
き
方
を
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
夢
に
つ
い
て
も
っ
と
興
味
を

持
ち
、
深
く
考
え
た
い
で
す
。

●
「
普
通
」
と
い
う
言
葉
が
一
番

心
に
残
り
ま
し
た
。
よ
く
「
普
通

の
人
」
と
聞
く
け
ど
、「
普
通
の

人
」
と
は
ど
ん
な
人
な
の
か
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
逆

に
、「
普
通
じ
ゃ
な
い
人
」
と
い

う
人
も
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

だ
と
思
い
ま
す
。「
普
通
」
と
「
普

通
じ
ゃ
な
い
」
は
本
人
が
決
め
る

こ
と
な
の
に
、他
人
が「
普
通
じ
ゃ

な
い
」
と
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
じ
め
は
起
こ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
い
じ
め
が
起
こ
ら
な
い
た
め

に
は
、
み
ん
な
「
普
通
」
だ
と
思

え
れ
ば
よ
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

●
桂
さ
ん
は
「
反
対
さ
れ
て
も
自

分
の
夢
な
の
だ
か
ら
夢
を
か
な
え

た
方
が
い
い
。
か
な
っ
た
時
に
反

対
す
る
人
な
ん
か
多
分
１
人
も
お

ら
ん
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
家
に
帰
っ
て

深
く
考
え
ま
し
た
。
自
分
の
夢
を

反
対
し
て
い
た
人
が
「
こ
の
夢
が

か
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
」
と
思
っ

て
く
れ
る
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
人
が
今
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
成
果
を
認
め
て
く
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
人
の
心
に
響
い

た
の
だ
な
と
深
く
思
い
ま
し
た
。

●
言
葉
の
意
味
を
考
え
直
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
普
通
に
使
っ
て

い
た
言
葉
が
、
こ
の
人
に
は
こ
う

聞
こ
え
て
い
た
の
だ
と
か
、
あ
ま

り
考
え
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
内

容
ば
か
り
で
し
た
。

●
「
良
い
子
に
は
な
ら
な
く
て
も

い
い
。
で
も
、
悪
い
や
つ
に
は
な

る
な
」
と
い
う
言
葉
が
、
最
初
は

全
く
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。（
中
略
）
心
に
嘘
を
つ
い
て

い
る
と
自
分
の
本
音
が
隅
っ
こ
に

行
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
気
持
ち
を

抑
え
る
の
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
も
親
に
迷
惑
を
か
け
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
言
い
た
い

こ
と
が
言
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
七
福
さ
ん
は
「
い

い
子
に
は
な
る
な
」
と
言
っ
た
の

か
と
納
得
し
ま
し
た
。

度
会
小
中
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
笑
い
の
中
に
何
か
が
見
え
る
」
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　昨年１２月２２日、町保健センターで、三重大
学医学部学生による健康講座「大腸の病気につい
て」が開講されました。
　この講座は、三重大学医学部や県などが協働で、
地域医療の確保や医師の定着を目指し、同大学に
おける地域医療教育の充実に取り組む一環で、市
町の保健・健康づくり活動への学生の参画の場と
して行われました。
　講座には、２２人の方々が受講。学生らがパワー
ポイントを使って、大腸の仕組みから大腸がんの
治療まで、町の大腸がん検診の受診状況や精密検
査受診率、がん発見率などを交えて説明し、参加
者は熱心にメモをとっていました。
　そのあと、質疑応答・フリートークが行われ、
参加者からの積極的な質問に対し、学生らはわか
りやすく説明していました。
　学生らは「体験に基づく質問が多く、授業だけ
では答えられない」「医学生に対する期待の大き
さを感じた。知識だけでなく伝える技術も必要。
実生活の中で学んでいくことも大切」など、講座
を終えた感想を語っていました。

１月３日、平成２３年の幕開けを飾る度会町消
防出初式が役場庁舎前駐車場で行われ、小野消防
団長をはじめ１３３人の団員が出席しました。
式では、昨年の家屋火災の初期消火ならびに火

災拡大防止の協力に対し、町長から立花区自主防
災会に感謝状が贈られ、町長永年勤続表彰が行わ
れました。
町長から「皆さんの日ごろの献身的な消火・防

火活動および、昨年の防災訓練への協力に対し深
く感謝している。自主防災のさらなる推進を図り
たい。今年も地域のためにご尽力を」と訓辞が述
べられ、中森町議会議長から祝辞が述べられたあ
と、一斉放水が行われました。

１月１８日、役場に“わたらいのタイガーマス
ク”と名乗る町民の方から「子どもたちのために
使って欲しい」と現金２０万円が届けられました。
町長は、町教育長と度会小学校へ出向き、「新

１年生一人ひとりのために使ってください」と学
校長に手渡しました。
“わたらいのタイガーマスク”さん、ありがと
うございました。

三重大学医学部学生
健康講座を開講

平成２３年度会町消防出初式 度会町にタイガーマスク
現金２０万円届く
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Close Up わたらい
　１月３日、竹内喜文さん（立岡）が、
地域の子どもから大人まで楽しんで
もらおうと、伝統芸能である「伊勢
大神楽」を招き、寄せ舞が行われま
した。
　寄せ舞では、大神楽の舞の中でも
最も古くから継承されている神

し ぐ る ま

来舞
をはじめ、刀を使った剣三

さ ん ば そ う

番叟や獅
子舞と曲芸を合わせた魁

らんぎょく

曲などの放
下芸が披露され、ひと目見ようと訪
れた皆さんは、格調高い舞やスリル
のある芸に魅了されていました。
　竹内さんは２年前、還暦を迎える
とともに区長に就任し、厄払いや多
幸祈願をきっかけに招き始めました。
「区長やまちづくり委員などの経験か
ら、地域に何かできないかと子ども
からお年寄りまで楽しんでもらおう
と続けている。皆さんが喜んでくれ
ればうれしい」と話してくれました。

昨年１２月２４日、特別養護老人ホームかりん
でクリスマス会が行われ、催しの一つとして、
フォークダンスの自主グループが、ボランティア
の一環として、踊りを披露しました。
グループ１３人の皆さんは、楽曲ごとに紹介し、

輪になったり、列になったりして、手をとり、華
麗に舞い踊りました。入所者の皆さんは、その舞
いに手拍子を送り、一様に喜んでいました。
そのほか、クリスマス会では、施設職員により

フラダンスが披露され、一人ひとりにクリスマス
プレゼントが手渡されるなど、入所者の皆さんは
楽しいひとときを過ごしました。 １月１６日、尾鷲市立運動場を会場に、第１０

回紀勢新聞社杯三重県南勢紀州地区小学生ソフト
ボール大会が開催され、１２チームが参加し、町
からは小川郷スポーツ少年団が参加しました。
予選リーグを突破して、決勝トーナメントに駒

を進めた小川郷スポーツ少年団は、準決勝で苦戦
するものの競り勝ち、決勝では鵲

かささぎ

スポーツ少年団
（松阪市）を相手に、自分たちの力を発揮して快
勝し、見事優勝を果たしました。

フォークダンス自主グループ
特別養護老人ホームかりんで披露

小川郷スポ少
紀勢新聞社杯小学生ソフトで優勝

地域で楽しもうと
「伊勢大神楽」招く
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青少年読書感想文コンクール審査結果
図書館開放予定日

度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

２月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
○ ○ ○ × ×

6 7 8 9 10 11 12
× × ○ × × × ×
13 14 15 16 17 18 19
× × ○ × ○ ○ ×
20 21 22 23 24 25 26
× ○ ○ × ○ ○ ×
27 28
× ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://booklog.jp/users/watarailib

百
人
一
首

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

12
月
15
、
16
日
の
両
日
、
基
礎
学
力
養
成
講
座
の
一
環
と
し
て
、
学
年
別
「
百
人
一
首
大
会
」
が
武

道
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
年
６
，
７
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
武
道
場
の
畳
に
車
座
に
座
っ

て
取
り
札
を
囲
み
、
競
技
に
熱
中
し
ま
し
た
。

今
日
は
百
人
一
首
を
し
ま
し
た
。
中
学
校
の
と
き
か
ら
や
っ
て
い
た
の
で
楽
し
か
っ

た
で
す
。
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は
初
め
て
で
、
中
学
校
の
と
き
と
は
何
か
少
し
違
う
気

が
し
ま
し
た
。上
の
句
と
下
の
句
の
両
方
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
け
ど
難
し
か
っ
た
で
す
。

百
人
一
首
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
こ
う
い
う
の
は
悪
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

み
ん
な
も
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
た
の
で
、
よ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
百
人
一
首
は
反

射
神
経
が
必
要
な
遊
び
で
、
正
直
、
１
位
を
取
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
こ
う
い
う
機
会
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。									

（
１
年　

岸
田
有
馬
）

私
は
去
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
す
ご
く
張
り
切
っ
て
や
っ
た

結
果
、
１
位
だ
っ
た
の
で
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
初
め
は
全
然
や
り
方
が
わ
か
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
取
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
古
典
み

た
い
だ
か
ら
難
し
く
て
、
古
典
が
苦
手
な
私
に
は
無
理
か
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
取
れ
る
と
す
ご
く

楽
し
い
遊
び
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。																																														

（
２
年　

中
川
綾
香
）

12
月
13
日
、
１
，
２
年
生
を
対
象
に
、
進
路
講
演
会
と
15
の
希
望
分
野
に
分
か
れ
て
の
職
業
別
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
職
業
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
実
習
形
式
を
取
り
入
れ
、
実
際
に
デ
ザ
イ
ン
画
を
描

い
た
り
、
調
理
を
し
た
り
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
を
し
た
り
、
車
椅
子
を
押
し
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
も
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
聞
い
て
一
番
印
象
に
残
っ
た
話
の
内
容
は
、
就
職
率
の

低
さ
で
す
。
今
ま
で
以
上
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
職

業
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、公
務
員
関
係
の
部
門
で
、公
務
員
へ
の
就
職
率
や
特
色
、

試
験
の
難
易
度
や
対
象
年
齢
、
給
料
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。（
２
年
生
）

も
う
高
校
２
年
生
な
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
真
剣
に
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考
え

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
問
題
な
の
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に

人
に
頼
っ
た
り
、
甘
え
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
や
り

た
い
職
に
就
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
年
生
）

　

先
日
、
１
，
２
年
生
を
対
象
に
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
興
味
が
あ
る
分
野
に
分

か
れ
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、美
容
専
門
学
校
の
体
験
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
興
味
が
沸
き
ま
し
た
。

み
ん
な
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
て
、
普
段
の
表
情
と
は
違
い
、
意
外
な
一
面
を
見
ま
し
た
。
ネ
イ
ル
体

験
を
し
て
ま
す
ま
す
興
味
が
沸
き
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
め
て
、
自
分
た
ち
の
将
来
に
役
立
つ
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
、
本
当
に
勉
強
に
な
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

（
１
年
生
）

第５６回青少年読書感想文コンクール南勢地区審査

南伊勢高校 度会校舎通信

Minamiise High School
Communication vol. 69

優良賞　

實松　藍海（２年）
「私が見た過去の世界」
（『のぼうの城』を読んで）

優秀賞　

樋口　唯奈（２年）
「命」
（『１リットルの涙』を読んで）
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お知らせ
Watarai Information

子育て支援教室
『ひな人形を作ろう』を開催
▶開催日時　２月１８日（金）
　午前１０時３０分～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対　　象　保育所に行っていない
１歳以上のお子さんとその保護者

▶内　　容　ひな人形作り
▶定　　員　親子２０組（先着順）
▶申込期間
　２月７日（月）～１６日（水）
▶参 加 費　１００円
▶申込・問合先
町子育て支援センター

（☎６３―００７０）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　２月２４日（木）
　午後１時～３時
▶	開催場所　県伊勢庁舎ヘルスサ
ポート室

▶	内　　容　専門医・保健師による
個人面接相談（要予約）

※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。

▶	予約・問合先
　伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７―５１４８）

　講演会・シンポジウム『在宅を支
　えるために手をつなごう』を開催
▶開催日時　２月２０日（日）午後
１時３０分～５時（午後１時開場）

▶開催場所　三重県総合文化セン
ター中ホール（津市）

▶講　　演　自宅で大往生－『ええ
人生やった』と言うために～地域
で生き、地域で逝く人々を支える
医療・ケア～

▶講　　師　中村伸一氏
▶シンポジウム
　『わが家が一番』－命をつなぐバ
トンをおとさないで－

▶シンポジスト
　坂倉究氏、下村晃世氏、
　中田美奈子氏、鈴木智佐子氏
▶コーディネーター　福本美津子氏
▶定　　員　８００人
▶問 合 先　
　三重県訪問看護ステーション
　連絡協議会
　（☎０５９―２２５―１０１０）

平成２２年度子育てボランティア
養成講座参加者募集

　地域で子育て支援をする子育てボ
ランティアの養成講座を今年も開講
します。ぜひご参加ください。
▶講座日程など　下表のとおり
▶開催場所　町子育て支援センター
▶内　　容　１講座４日間コース
　（毎回出席可能な方）※託児あり
▶申込期間　
　２月７日（月）～１８日（金）
▶申込・問合先
　町子育て支援センター
　（☎６３―００７０）

平成２２年度　子育てボランティア養成講座日程表
月  日 曜日 テーマ 講　師

第１回 3月 2日 水
（開会式・オリエンテーション）

鈴木寿子先生
・子育てサポーターって？

第２回 3月 11日 金
・子どもの発達と食事 保健師・栄養士

・度会町子育て事情から 鈴木寿子先生

第３回 3月 15日 火
・乳幼児の心と遊び

鈴木寿子先生
・実習：遊びの方法

第４回 3月 17日 木
・明日からの活動のために

鈴木寿子先生
（修了式）

※各日とも、時間は午前１０時から正午まで

※当日、内容が異なる場合があります。

※申し込みをされた方には、後日、日程表を送付します。
※講座終了後、希望する方は「わたらい子育てボランティアの会」に登録
　していただけます。
※託児を希望される方は、申し込みをする際に申し出ください。

Watarai Information
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Watarai Information

こども相談を開催
　お子さんに関する心配事などで悩
んでいませんか。町では『こども相
談』を開催します。お気軽に申し込
みください。
▶開催日時　２月２８日（月）
　午前９時３０分～午後３時
▶開催場所　町保健センター
▶相  談 員　籠谷博子先生
　（臨床心理士・元県児童相談所勤務）
▶申込期間
　２月２１日（月）～２３日（水）
※要予約　
▶対  象 者　乳幼児および小・中学
　生のお子さんとその保護者
▶相談内容　育児、こころとからだ、
　言葉、不登校、落ち着きがないなど
※相談内容の秘密は堅く守られます。
▶申込・問合先
　役場福祉保健課
　（☎６２―１１１８）

『第１６回宮リバー度会パーク
春まつり』
おたのしみステージ出演者・
フリーマーケット出店者を募集

▶開催日時　４月３日（日）
　午前１０時～
▶開催場所　宮リバー度会パーク
おたのしみステージ出演者
▶募集期間　
　２月７日（月）～２５日（金）
※町内在住の個人、グループを優先
※応募者多数の場合は、実行委員会
　事務局で抽選
▶種　　目　歌、踊り、バンドなど
※時間の関係上、出演時間は入退場
　を含めて最長10分とします。
フリーマーケット出店者
▶募集期間　
　２月７日（月）～２５日（金）
▶募集人数　３０人（１人１区画）
※町内在住の方を優先
※応募者多数の場合は、実行委員会
　事務局で抽選
▶販売面積　１区画約１坪
▶販売品目　衣料品、日用雑貨、　
　園芸品、手芸品など
※商品、食品、危険物の販売はでき
　ません。
▶出 店 料　１，０００円
　（現金または定額小為替証書）
▶そ の 他　出店場所の提供のみ
　で、準備から片付けまで、各自で
　お願いします。そのほか、必要事
　項は、事務局の指示に従っていた
　だきます。

４月３日（日）
第１６回宮リバー
度会パーク春まつりを開催
盛りだくさんの楽しい
イベントを計画中！

▶申込・問合先
　役場産業振興課内『第１６回宮リ
　バー度会パーク春まつり実行委員
　会事務局』（☎６２―２４１６、　
　ＦＡＸ６２―１１３８）

地上デジタル放送の視聴支援
　総務省では、経済的な理由で、ま
だ地上デジタル放送を視聴できない
低所得世帯に対し、地上デジタル放
送に対応した簡易チューナー（１台）
の無償給付などを行っています。
▶対　　象
・生活保護世帯などで、ＮＨＫ放送
　受信料が全額免除の世帯
・市町村民税非課税世帯
　支援の内容、申込方法などは、対
象世帯により異なりますのでお問い
合わせください。
▶問 合 先
　総務省地デジチューナー支援実施
　センター
・放送受信料全額免除世帯への支援
　（☎０５７０―０３―３８４０）
・市町村民税非課税世帯への支援
　（☎０５７０―０２３―７２４）

税理士による無料税務相談所を開設
▶開催日時　２月２４日（木）
　午前９時３０分～午後３時
※正午から午後１時は除く
▶開設会場　役場大会議室
※混雑状況などにより、早めに受付
　を終了する場合があります。
※会場にはできる限り申告をされる
　本人がお越しください。
※消費税および地方消費税の相談
　で、「計算が複雑」「記帳および記
　録の保存状態が著しく不備」であ
　るなど、申告書の作成に長時間を
　要する場合、税務署などの確定申
　告会場を利用いただくことがあり
　ます。
※譲渡所得（土地、建物および株式
　などを売られた方）、山林所得、贈
　与税の申告をされる方、また税務
　署への来署案内の文書が送付され
　ている方は、税務署などの確定申
　告会場をご利用ください。
▶対象となる方
①平成２１年分の所得金額（青色申
　告特典控除前または専従者控除
　前）が３００万円以下の方
②消費税課税事業者である場合に
　は、基準期間（平成２０年分）の
　課税売上高が３，０００万円以下
　で、①に該当する方
▶持参するもの
①次の (1)または (2)の書類
　(1)「所得税・消費税および地方　
　消費税の確定申告のお知らせ」ハ
　ガキまたは通知書
　※パソコンを利用して確定申告を
　　行った方に、確定申告書に代え
　　て送付
　(2) 税務署から送付された平成
　２２年分の所得税または消費税の
　確定申告書、付表、課税取引金額
　計算表
②青色申告決算書または収支内訳書
　などの所得金額を計算した決算書類
③平成２０、２１年分の所得税の確
　定申告書（控）、青色申告決算書
　（控）、または収支内訳書（控）
④源泉徴収票、各種控除の証明書・
　領収書、印鑑、通帳、電卓、筆記
　用具
▶問 合 先
　伊勢税務署（☎２８―３１９１）
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所得税の確定申告に関するお知らせ
　平成２１年分所得税の確定申告書
を次の方法で提出された方には、平
成２２年分所得税の確定申告書は郵
送されません。申告書など、用紙が
必要な方は、伊勢税務署までご連絡
ください。
・電子申告（ｅ - Ｔａｘ）を利用さ
　れた方
・国税庁ホームページ「確定申告等
　作成コーナー」を利用された方
・確定申告会場でパソコンを利用し
　て申告された方
　引き続き、平成２２年分所得税
の確定申告も、ｅ - Ｔａｘや国税庁
ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」の利用をお願いします。
▶問 合 先
　伊勢税務署（☎２８―３１９１）

イノシシ・ニホンジカの
狩猟期間を延長

　県では、県内全域で、イノシシ・
ニホンジカの狩猟期間を１か月延長
しましたのでお知らせします。
なお、イノシシ・ニホンジカ以外の
狩猟対象鳥獣は、従来どおり２月
１５日までです。
▶延長後のイノシシ・ニホンジカの
　狩猟期間　
　平成２２年１１月１５日
　～平成２３年３月１５日
▶問 合 先
　県環境森林部自然環境室
　（☎０５９―２２４―２５７８）

水質事故を発見したら通報を
　迅速で的確な通報が、きれいな川
と私たちの暮らしを守ります。
　「川に油が流れている」「魚の死が
いが浮いている」など、川や水路で
異常を発見したときは、直ちに「い
つ」「どこで」「どんなふうに」とい
うことを通報してください。皆さん
のご協力をお願いします。
▶通報・問合先
　役場生活環境課
　（☎６２―２４１５）
　または三重河川国道事務所
　（☎０５９―２２９―２２１８）

子宮頸がんワクチン接種のお知らせ
　２月１日から、県内の実施医療機
関において、中学１年生から３年生
までの女子生徒は、無料で子宮頸が
んワクチンの接種を受けることがで
きます。
　接種を希望する方は、医療機関に
予約の上、健康保険証・母子健康手
帳を持参してください。また、すで
にクーポン券をお持ちで、伊勢市・
度会郡内の医療機関で接種される方
は、クーポン券も持参してください。
▶問 合 先
　役場福祉保健課　
　（☎６２―１１１２）

スポーツ少年団団員を募集
　町内小学生以上の平成２３年度団
員を募集しています。　
▶問 合 先　
　男子ソフトボール
　・谷口　幸司
　　（☎６２―０３３６）
　・亀田　勉
　　（☎６５―０３２６）
　・杉本　欣也
　　（☎６５―０２１８）
　・西山　吉巳
　　（☎６５―０３０３）
　・多湖　洋勝
　　（☎６４―０１８０）
　女子ソフトボール
　・山本　宏一
　　（☎６５―０８４９）
　・小野　宏明
　　（☎６２―０４１０）
　・中村　智
　　（☎６２―１９２７）
　内城田スポーツクラブ（男子・女子）
　・舟瀬　勝
　　（☎６２―０３５６）
　・森本　和義
　　（☎６２―１６４０）
　・上井　一浩
　　（☎６２―０３３１）
　・森本　孝
　　（☎６２―１９２６）
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Watarai Information

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３－００７０）または役場福
祉保健課（☎６２－１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

３歳６か月児健診
３月１６日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１９年７月・８月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
３月１６日（水）

受付：午後１時００分～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診
平成２３年１月生まれのお子さん

◦７か月児健診
平成２２年８月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

３月４日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時
２月４日（金）・１８日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業振興課
（☎６２－２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。

固 定 資 産 税 　第 4 期

国民健康保険税　第10期

※口座振替日は、2月 28日（月）
です。預貯金残高の確認をお願い
します。

2月の 町 税

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

３月　９日（水）
　　　ひよこグループ
３月１０日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用くだ
さい。

地区巡回広場わたぼうし

３月　３日（木）
　町地域福祉センター
　一之瀬支所
３月２４日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん
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今 シリーズ
夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

カルシウムたっぷり料理　枝豆入り鶏つくねの照り焼き

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５
※昼の休憩時間は２班交代制での執務

おめでた

おくやみ

12月中に届出のあった方（敬称略）
	子の名前	　　保護者名　		字名
中津山　翔

ショウタ

太　	博昭　　大野木
田中　心

ユ ナ

菜　　	雄三　　棚　橋
中村　綾

ア ヤ サ

沙　					豊　　		棚　橋
加納　悠

ユ ウ ガ

雅　　	雅人　　大野木
北村　頼

ラ イ ト

利　　	拓也　　当　津
森　　沙

サ ヤ

耶　　	裕紀　　棚　橋

12月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前	 年齢	 字名
山根　保子　　　８７　　田　口
福井　守郎　　　７６　　棚　橋
浦田　良一　　　８２　　葛　原
大久保　加代子　８１　　川　口
西野　 夫　　　７２　　小　萩

■度会町役場
◦総務課 （代）６２－１１１１
・行政係
・財政係
◦政策調整室 ６２－２４２３
◦税務住民課
・戸籍住民係 ６２－２４１１
・年金保険係 ６２－２４１１
・住民税係 ６２－２４１４
・資産税係 ６２－２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２－２４１３
・支援係（地域包括支援センター）
 ６２－１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２－１１１２
◦生活環境課 ６２－２４１５
◦建設課 ６２－２４２０
◦産業振興課
・農林係 ６２－２４１６
・振興係 ６２－２４１６
◦出納室 ６２－２４１０

◦議会事務局 ６２－１１１３
◦教育委員会事務局
 （代）６２－２４２２
・学校教育係
・社会教育係
◦夜間・休日宿日直室
 ６２－１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２－００７４
◦長原保育所 ６４－００２２
◦中之郷保育所 ６２－００７０
■地域交流センター
 ６３－００７０
■社会福祉協議会 ６２－１１１７
■わたらい緑清苑 ６２－２２００
■美化センター ６２－０２４９
■中央公民館 ６２－１５８８
■度会小学校 ６２－０００４
■度会中学校 ６２－０１９４
■バザールわたらい
 ６３－０３３３

あなたのカルシウムは足りていますか。
カルシウムが不足すると、骨量が減り、全身の骨がもろくなって、場合

によっては、骨折しやすくなる骨粗しょう症になってしまいます。日ごろ
から、カルシウムの多い牛乳・チーズ・海草・豆類などの食材を使うよう
心がけ、カルシウムを貯蓄しておくことが大切です。

今回は、その一品として、枝豆入り鶏つくねの照り焼きを紹介します。

材料（６人分）

❶ひじきはたっぷりの水につけて、戻しざるにあげて水気
を取る。枝豆は解凍し、さやから出して薄皮をむき、ボ
ウルに入れて片栗粉をまぶす。

❷ボウルにひき肉を入れ、Ａと水大さじ２を加えて、手で
よく混ぜ合わせる。

❸❷に枝豆とひじきを加えてよく混ぜ合わせ、12等分に
して丸く薄くかたどる。

❹フライパンにサラダ油を熱し、❸を入れ、中火で両面を
色よく焼く。ふたをして火を弱め、３，４分蒸し焼きに
する。

❺酒をふり、みりん・砂糖・しょうゆを加え、フライパン
を揺すりながら調味料をからめて、器に盛る。

❻ニンジンは皮をむき、厚めの輪切りにして型で抜き、砂
糖を入れてゆでて添える。

作り方

ひじき　　　　　　　　８ｇ
枝豆（さやつき・冷凍）
　　２６０ｇ（正味１００ｇ）
片栗粉　　　　　　大さじ２
鶏ひき肉　　　　　３００ｇ
酒　　　　　　　　大さじ２
しょうゆ　　　　　小さじ２
ショウガ汁　　　　大さじ１

サラダ油　　　　　大さじ２
酒　　　　　　　　大さじ２
みりん　　　　　　大さじ４
砂糖　　　　　　　小さじ２
しょうゆ　　　　　大さじ２
ニンジン　　　　　　　１本
砂糖　　　　小さじ２分の１A〔
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　鳥羽商船高等専門学校制御情報工学科５年生の
福井隼人さん。
　福井さんは、成人を迎えられ、今年開催された
成人式において、新成人代表として、力強く誓い
の言葉を述べられました。

★成人となった感想は
子どものころは、２０歳というと本当に大人だ
と思っていたが、自分はまだ大人になりきれて
いないと思っているので、もっと自分を磨いて
いきたいです。

★学校について
コンピュータの仕組みや製品を作るためのプロ
グラムなどシステムエンジニアとしての勉強を
しています。ソフトウェアからハードウェアま
で幅広く学んでいます。

★進路について
進路を決める際に、今の段階ではまだ就職して
も通用しないと思い、同校専攻科の生産システ
ム工学専攻に進んで、もっと勉強します。

★度会町の好きなところは
空気がおいしく、生まれ育った環境で落ち着き
ます。

★度会町に望むことは
発展はして欲しいけど、自然環境は変わらない
でいて欲しいです。

度会町

町 の う ご き

2011/
２
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL	0596-62-1111 FAX	0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記

先月は、成人式が行われ、この先を担う若人と接する
ことができました。目標を持ち、それに向かって進んで
いる皆さんの話を聞くと、エネルギーに満ちあふれ、頼
もしくもあり、またうらやましくも感じました。
そのほか、宮川流域の観光パンフレットも完成し、今

月号で少し紹介させていただきました。今月号の「広報
わたらい」と併せて全戸に配布しましたので、町民の皆
さん一人ひとりが広告塔となっていただき、町のＰＲに
ご協力いただけると幸いです。

人　口	 男　４,３４８（－　３）	 出生　　６
女　４,６２１（±　０）	 死亡　　５
計　８,９６９（－　３）	 転入　１２

世帯数２,８２１（＋　３）	 転出　１６

平成２２年１２月３１日現在
(　 ) 内は前月比
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a Person of Shining Wataraia Person of Shining Watarai

No.
104

平成２３年度会町成人式　門出を祝う
１月１０日、町中央公民館を会場に、新成人を祝う平成２３

年度会町成人式が行われ、度会町では１１２人（男性６４人、
女性４８人）の皆さんが、人生の新たな門出の日を迎えました。
式典では、町長をはじめ町議会議員、学校長や恩師の先生方

から励ましやお祝いの言葉が贈られました。
また、新成人を代表して東出智佳さん（棚橋）が町長から記

念品を受け取り、福井隼人さん（大野木）が新成人としての力強
い誓いの言葉を述べました。
式典に続いて、記念撮影を行った後、会場をバザールわたら

いに移してパーティーが行われ、新成人らは、旧友との再会に
思い出話や近況などを語り合っていました。
※成人式関連の記事は、２，３ページでも紹介しています。
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（大野木）20歳


